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そうじゃ  議会だより
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一
般
質
問市

長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問

大
型
事
業
推
進
に
あ
た
り
、

専
従
職
員
が
十
分
配
置
さ
れ
て
い

る
と
思
え
な
い
が
ど
う
か
。

答

職
員
数
が
少
な
く
担
当
課
に

は
負
担
を
か
け
て
い
る
。
企
業
誘

致
が
本
市
の
最
重
要
施
策
と
考
え
、

本
年
６
月
に
全
庁
的
に
取
り
組
む

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の
事

業
推
進
に
つ
い
て
も
職
員
配
置
に

〈〈
加
　

藤
　

保
　

博
〉〉

は
十
分
考
慮
し
た
い
。	

（
市
長
）

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

商
店
街
通
り
の
整
備
が
単
発

的
な
も
の
に
感
じ
る
。
今
後
の
方

向
性
も
含
め
、
コ
ン
セ
プ
ト
が
見

え
な
い
が
ど
う
か
。

答

将
来
的
に
は
、
過
去
の
賑に

ぎ

わ

い
の
あ
る
商
店
街
の
復
活
を
目
指

し
て
い
る
。
地
元
と
協
調
し
な
が

ら
古
い
街
並
み
を
観
光
面
に
活
か

し
、
店
舗
が
一
軒
一
軒
と
増
え
れ

ば
そ
れ
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
国
の
補
助
対
策
で

あ
る
空
き
家
等
再
生
推
進
事
業
の

検
討
に
入
る
。	

（
市
長
）

問

総
社
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
が
著
し
い
。
先
頃
も
外

壁
が
は
く
離
し
落
下
す
る
事
故
が

発
生
し
た
。
講
座
生
の
出
入
り
も

多
く
大
変
危
険
だ
。
建
て
替
え
が

急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

商
店
街
通
り
の
核
と
な
る
施

設
と
認
識
し
て
い
る
。
当
面
は
補

修
し
使
用
す
る
方
向
で
あ
る
が
、

再
考
し
た
い
。	

（
市
長
）

住
宅
問
題
に
つ
い
て

問

市
営
住
宅
の
老
朽
化
対
策
と

防
災
上
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
も
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
く

の
か
。

答

現
在
の
市
営
住
宅
は
昭
和
29

年
か
ら
53
年
に
建
築
し
た
も
の
で

老
朽
化
が
進
み
、
住
宅
環
境
も
悪

化
し
て
い
る
が
、
財
政
上
の
問
題

〈〈
丹

下

 

茂
〉〉

か
ら
、
当
面
は
修
繕
で
対
応
す
る
。

耐
震
性
な
ど
の
安
全
対
策
は
調
査

し
て
い
く
。
ま
た
、
空
き
家
対
策

に
つ
い
て
国
の
空
き
家
再
生
等
推

進
事
業
制
度
が
活
用
で
き
れ
ば
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。	

（
市
長
）

教
育
問
題
に
つ
い
て

問

教
育
長
に
就
任
し
半
年
が
経

過
し
て
い
る
が
、
学
校
内
に
お
け

る
生
徒
の
行
動
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
把
握
し
問
題
点
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。
ま
た
、
教
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答

学
校
現
場
を
全
て
回
っ
て
見

て
、
生
徒
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

教
員
と
生
徒
の
関
係
を
き
め
細
か

に
持
つ
対
策
を
進
め
て
い
る
た
め

と
考
え
る
。
ま
た
、
教
職
員
の
健

康
管
理
に
つ
い
て
は
、
物
理
的
、

精
神
的
負
担
が
増
し
て
い
る
。
物

理
的
負
担
は
メ
ー
ル
で
の
対
応
を

進
め
、
精
神
的
負
担
に
は
相
談
相

手
を
増
加
さ
せ
る
対
策
を
進
め
る
。

	

（
教
育
長
）建て替えが急務である総社カルチャーセンター

市営住宅

社
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
」
の
う
ち
、
本

委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
部
分

問

昨
年
の
台
風
12
号
の
災
害
を

踏
ま
え
て
、
今
後
、
防
災
に
ど
の

よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答

以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
積

極
的
に
お
願
い
し
、
説
明
会
を
開

催
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
備
蓄

品
を
各
地
区
別
に
配
置
す
る
な
ど

し
て
、
で
き
る
だ
け
備
え
を
万
全

に
し
て
い
き
た
い
。

問

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
東
側
駐

車
場
で
目
的
外
使
用
の
車
両
が
多

く
あ
り
、
市
役
所
や
市
民
会
館
の

利
用
者
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。

目
的
外
使
用
の
状
況
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。

答

目
的
外
使
用
の
車
両
が
あ
る

の
は
認
識
し
て
い
る
。
今
年
度
か

ら
職
員
で
朝
・
夕
に
見
回
り
を
行

い
、
４
台
の
目
的
外
使
用
の
車
両

を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引

き
続
き
市
民
会
館
の
利
用
者
の
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
い

き
た
い
。

よ
る
が
１
～
３
件
が
実
現
で
き
る
。

要
望
を
集
計
し
た
金
額
は
約
３
億

円
で
あ
り
、
今
回
の
補
正
予
算
で

は
６
千
万
円
弱
を
計
上
し
て
い
る
。

残
っ
た
要
望
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
に
順
次
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◎
議
案
第
66
号
「
工
事
請
負
契
約

締
結
の
変
更
に
つ
い
て
」

　

現
在
、
施
工
中
の
総
社
西
中
学

校
校
舎
増
築
工
事
で
、
樹
木
の
移

設
が
不
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

工
事
請
負
契
約
金
額
を
減
額
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

問

樹
木
の
移
設
が
不
要
に
な
っ

た
理
由
は
何
か
。
現
地
確
認
を
き

ち
ん
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

答

設
計
業
者
が
安
全
を
見
て
樹

木
の
移
設
を
行
う
よ
う
に
し
て
い

た
が
、
施
工
業
者
が
現
地
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
樹
木
の
移
設
を
し

な
く
て
も
施
工
が
可
能
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
だ
。
現

地
確
認
に
つ
い
て
は
、
十
分
配
慮

し
て
い
き
た
い
。

【
一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員

【
一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員

会
総
務
文
教
分
科
会

会
総
務
文
教
分
科
会
】】

◎
認
定
第
１
号
「
平
成
23
年
度
総

か
ら
１
名
ず
つ
選
任
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
。
学
識
経
験
者
は
、
全

国
各
地
で
教
育
環
境
の
適
正
化
を

行
っ
て
い
る
専
門
家
の
広
島
大
学

の
先
生
な
ど
で
、
大
局
的
な
見
地

で
指
導
し
て
も
ら
え
る
人
を
考
え

て
い
る
。

問

答
申
の
時
期
は
い
つ
頃
か
。

答

１
年
を
目
途
に
と
考
え
て
い

る
が
、
審
議
内
容
に
よ
っ
て
は
多

少
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。

◎
議
案
第
63
号
「
平
成
24
年
度
総

社
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）」
の
う
ち
、
本
委
員
会

の
所
管
に
属
す
る
部
分

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

《
補
正
予
算
の
主
な
内
容
》

・	

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算

確
定
に
伴
う
財
政
調
整
基
金
積

立
金
等
の
増
額

・	

職
員
の
早
期
退
職
に
伴
う
退
職

手
当
の
増
額

問

こ
の
補
正
予
算
に
よ
っ
て
、

今
年
度
の
学
校
か
ら
の
施
設
修
繕

な
ど
の
要
望
の
う
ち
、
何
割
程
度

が
実
現
で
き
る
の
か
。

答

各
学
校
か
ら
10
件
程
度
ず
つ

の
要
望
が
出
て
お
り
、
金
額
に
も

総
務
文
教
委
員
会

　

本
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

議
案
６
件
で
あ
り
、
原
案
ど
お
り

可
決
又
は
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

請
願
２
件
を
審
査
し
、
い
ず
れ
も

採
択
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
議
案
第
58
号
「
総
社
市
学
校
教

育
環
境
適
正
化
審
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
」

　

小
・
中
学
校
及
び
幼
稚
園
の
教

育
環
境
の
適
正
化
に
つ
い
て
調
査
、

審
議
す
る
審
議
会
を
設
置
す
る
条

例
で
す
。

問

こ
の
審
議
会
の
委
員
は
、
学

識
経
験
者
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

推
薦
を
受
け
た
者
及
び
教
育
委
員

会
が
必
要
と
認
め
る
者
で
組
織
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
比
率
で
選
任
し
よ
う
と
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
学
識
経
験
者

は
大
局
的
な
見
地
を
持
っ
た
者
を

選
任
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

学
識
経
験
者
は
２
名
程
度
、

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
推
薦
を
受
け

た
者
は
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

委
員
会
活
動
報
告


